
- 16 -

環境化学物質分析施設

企画調整部 情報資料課

はじめに

化学合成物質は、正と負の遺産をもつ諸刃（も

20ろは の刃 やいば である 化学合成物質が） （ ） 。

世紀に果たしてきた役割は限りないが、化学物質

がこれまで多くの生命や環境に悪影響を与え続け

てきたことも厳然とした事実である。人類がこの

負の遺産をどのように跳ね返すことができるの

か。 世紀の人類に期待される叡智が、ここに21
必要とされる。

レーチェル・カーソンの「沈黙の春」や「失わ

れた森」から、シーア・コルボーンの「奪われし

未来」にいたるまでの警告と、現実のダイオキシ

ンなどによる国内外の汚染問題は、いやがうえで

も農業生産物の「安心」と「安全」と「制御」の

必要性をわれわれに認識させた。さらにこれらの

警告と汚染問題は、土壌や水や大気などの環境資

源を汚染しないで健全に「次世代へ継承」するこ

との重要性をわれわれに認識させもした。

われわれは、これらの問題の解決を先送りして

きた。むしろ、この問題にまともに対応すること

を避けてきたきらいがある。しかし近年の内分泌

かく乱化学物質の問題は、多くの人々や組織を目

覚めさせた。内分泌かく乱化学物質は、人類の将

来を破壊する化学的な時限爆弾とも考えられる。

これまで人工的に作り出され、利用されてきた化

学物質の中で、内分泌かく乱化学物質は、問題が

出てから対応するのでは手遅れになる物質なので

ある。

このような流れの中で、平成 年に当所に環12
境化学物質分析施設が設置された。今回は、その

背景、経過、建物および装備されている分析機器

などの紹介をする。

設立の背景

シーア・コルボーンらが 年に「奪われし1996
未来（ 」を発表した頃から、多Our Stolen Future）
様な化学物質による生物への慢性毒性が次々に明

らかになった。とくに、生殖・成長・免疫などの

生体機能をかく乱し、ガンを発生させる様々な化

学物質の影響が浮上してきた。なかでも残留性有

機汚染物質（ ）Persistent Organic Pollutants:POPs

は、環境に長期間残留し（難分解性 、脂溶性が）

高いため、動物に摂取されると脂肪組織に残留し

やすい特性がある（生物濃縮性 。また環境に放）

出された は、地球の隅々にまで拡散し、南POPs
極圏や北極圏でも検出されている（長距離移動

性 。要は、 は分解しにくく、生物への濃縮） POPs
性が高く、移動性も高い特徴をもっている。

このような状況のもとに、環境庁は 年に1998
環境ホルモン戦略計画（ ）を作成し、SPEED’98
内分泌かく乱作用をもつ疑いのある 種類を超60
える化学物質のリストを発表した。そこには、科

学的な裏づけが定かでない物質も含まれていた。

内分泌かく乱作用をもつ化学物質は 一般に 環、 「

境ホルモン」と呼ばれる。これらの化学物質は、

ヒトに対しても免疫不全や発がん性の可能性があ

るうえ、次世代へも影響が及ぶ可能性がある。さ

らに、 条約（残留性有機汚染物質に関するPOPs
ストックホルム条約）が 年に国連で採択さ2001

。 、 、れた この条約には ダイオキシン類および DDT
ディルドリンなどの有機塩素系化合物が含まれて

いる。

このような社会情勢を受けて設立されたのが、

。 、この環境化学物質分析施設である この施設には

ダイオキシン類をはじめとする有害有機化学物質

や重金属類を高感度に分析するための機器も備え

ている。

施設の紹介

「環境化学物質分析施設」は、本館の裏玄関を

出てすぐ左手にある。正面が硝子張りのすっきり

とした 階建てのこの施設は、平成 年 月に2 12 8
完成した。平成 年度の補正予算で建設された11
この施設は、企画調整部の調整の元に、総務部会

計課および資材動態部農薬動態科が中心となって

。 、建設したものである 建物の設備の選定や配置は

主として殺虫剤動態研究室が、測定機器の選定は

主として農薬管理研究室が担当した。

もともとこの施設は、農林水産技術会議事務局

筑波事務所農林交流センターの共同利用施設とし

て運用されることになっていたので、当初は筑波

事務所共同分析センター 号棟と呼ばれ、管理運2

所 内 ト ピ ッ ク ス
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営だけが農業環境技術研究所に任されていた。し

かし、当所が平成 年 月 日に独立行政法人13 4 1
農業環境技術研究所に改組されたのを機に、管理

運営および運営予算のすべてを当所が責任をもつ

ことになった。これを機に名称を現在の「環境化

学物質分析施設」と改めた。

1200m 15延べ面積 のこの建物の総工費は、約2

（ 、 ） 。億円 建物： 億円 機器類： 億円 であった9 6
、 、建物の 階には 共同研究室としての居室のほか1

ダイオキシン類を除く有機および無機の一般化学

物質抽出・精製のための前処理室、機器分析室、

試料保管室、試料粉砕室が設置されている。 階2
には、ダイオキシン類を測定するための抽出・精

製室、測定器室、試料保管室、廃棄物保管室、廃

棄物焼却炉室および温室がある。

ここでは、微量だが毒性の強いダイオキシン類

が分析されるので、実験者の安全の確保と施設外

への漏出防止が極めて重要な課題である。そのた

め、排気と排水の施設には建物の外にダイオキシ

ン類が放出されないように万全の処置がとられて

いる。

最近の成果紹介

この施設を活用した最近の成果を次に紹介しよ

う。

約半世紀にわたって収集保存していた農耕地土1)
壌のダイオキシン類を分析し、農耕地土壌のダ

イオキシン汚染の歴史的な経過を明らかにし

た。

イネ、トウモロコシ、キュウリ、メロン、ホウ2)
レンソウ、ニンジンなどの農作物のダイオキシ

ン類の吸収特性を調査し、農作物は土壌からダ

イオキシン類をほとんど吸収しないことを明ら

かにした。

農作物のダイオキシン類汚染は、大気中の粉塵3)
や気体に含まれるダイオキシン類が農作物の表

面に付着するためであることが判明した。

根菜類や葉菜類では、水洗しても除去できない4)
土壌が付着しているので、付着した土壌を落と

すことで、ダイオキシン類を取り除くことがで

きることを明らかにした。

レーザーアブレーション装置と を用い5) IPC-MS
た微少試料の重金属測定技術を応用して、魚類

の耳石（聴覚器官にある生体鉱物）中の重金属

濃度分布を明らかにした。その結果、 ミリメ1
ートルの千分の一の単位で耳石に刻まれている

成長線に沿った重金属濃度の測定により、その

魚が住んでいた環境中の重金属汚染の経過を知

ることができた。

共同研究の推奨

環境研究が他機関や他分野の研究協力なくして

成立しないことは、今や衆目の一致するところで

ある。この施設は、農林水産省の他独法機関およ

び当所と共同研究や依頼研究などの契約を取り交

わした大学・公立・民間などの研究所と共同利用

することに門戸を開いている。多くの方々との共

同研究を心待ちしている。

ダイオキシン類の分析装置と 装置は、ICP-MS
共同研究の利用者が多く、順番待ちの状況にある

、 、が いずれにしても施設の利用を希望される方は

当所の環境化学分析センター長（電話：

）にご連絡いただきたい。029-838-8430

なお、ご参考までに所有している機器を次に紹

介する。

ダイオキシン分析測定システム・高分解能質1.
No.1量分析装置

ダイオキシン分析測定システム・高分解能質2.
No.2量分析装置

超臨界流体抽出クロマトグラフ3.
質量分析装置・レーザアブレーションシ4.ICP

ステム

原子吸光光度計5.
キャピラリー電気泳動装置6.
イオンクロマトグラフ7.
原子吸光検出器付ガスクロマトグラフ8.
濃縮導入装置 加熱脱着式試料導入装置・四重9. (

)極質量分析計検出器付ガスクロマトグラフ

蛍光検出器付高速液体クロマトグラフ10.
電気化学検出器付高速液体クロマトグラフ11.
四重極型質量分析計検出器付ガスクロマトグ12.
ラフ（大量試料注入装置付）

四重極型質量分析計検出器付ガスクロマトグ13.
( )ラフ パージ＆トラップ試料導入装置付

液体クロマトグラフ質量分析装置（トリプル14.
ステージ型）

イオントラップ型質量分析装置15.
液体クロマトグラフ・四重極型質量分析計16.
液体クロマトグラフ・飛行時間型質量分析計17.
走査型電子顕微鏡18.


